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　鹿児島県口永良部島 ・ 新岳の爆発的噴火、 マレーシア ・ ボルネオ島の

地震、 ガラパゴス諸島のウォルフ火山噴火…。 ここ数カ月、 国内外で自

然災害が相次いでいます。

　特に、 4 月 25 日にネパールで発生したマグニチュード 7.8 の大規模地

震は、甚大な被害をもたらし、2015 年 6 月現在、ネパールで 8,700 人以上、

周辺国のインドや中国、 バングラデシュでも多くの命を奪いました。 全壊

家屋は全土で 49 万戸、 一部損壊は 27 万戸に上り、 今もテントなど野外

での生活を余儀なくされている人々がいます。

　日本を含む世界各国から支援団体が駆けつけましたが、 被災地では度

重なる余震が続き、 病院や医師の不足、 空港の未整備、 土砂崩れによ

る山岳地帯の村落の孤立などにより救助活動は難航しました。

　Civic Force がアジアの災害支援関係者とともに 2013 年に設立を支援し

た 「アジアパシフィック アライアンス （A-PAD）」 も、 発災翌日から被災

地に向かい、 緊急支援活動を実施しました。 東日本大震災の支援経験を

役立てることを目標に、 アジア各国の企業や NGO などが互いに支援し合

える体制を整えてきた A-PAD にとって、 今回の緊急支援は、 積み上げ

つつある 「連携の力」 を発揮する大きな挑戦となりました。

　今回のニュースレターでは、 ネパール地震で被害にあった人々の声や

A-PAD の緊急支援活動について報告します。 また、 東北で実施中のプ

ロジェクトの進捗状況をお知らせします。
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12 月に発生したフィリピン台風 22 号

でサマール島に渡った緊急支援チー

ム。 Civic Force と A-PAD、ピースウィ

ンズ ・ ジャパンの合同チームとして、

ヘリで被災地の様子を確認しました
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東日本大震災の支援経験を世界で生かす
　 

地震により甚大な被害を受けたネパール。

緊急支援物資の配布や医療サービスを行

うなど迅速な支援活動を展開
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「A-PAD が果たす役割～地域連携の仕組み」 と題したセッ
ション２。 鵜尾雅隆 A-PAD 経営企画部長のファシリテート
のもと、 笹川平和財団の茶野順子常務理事をはじめ、 イ
ンドネシア、 韓国、 フィリピンの A-PAD メンバーが登壇し
議論しました

A-PAD

Monthly Topics
東日本大震災の経験から何を学び、
何を共有するのか。 災害が頻発す
るアジア地域において、 支援を展開
するための即応体制づくりを続けて
います。

アジア
に

展開する

第 3 回 国連防災世界会議 （WCDRR） とは
Ａ－ＰＡＤでは支援の行き届きにくい山間部を中心に約 700 世帯の被災者

に支援物資を配布しました。

　　　　　   
　　　　　　ネパールで
　　　　　　緊急支援活動を実施

　ネパール中部で４月 25 日に発生した地震被害に

対し、 Civic Force が加盟メンバーとなっている国際

機関 「アジアパシフィック アライアンス （A-PAD）」 と

NPO 「ピースウィンズ ・ ジャパン」 の合同チームは、

翌 26 日に出発して被災地に入り、 緊急支援活動を

開始しました。

　28 日、 首都カトマンズ市内でビルの崩壊により約

10 人ががれきの下に取り残されているとの情報が

入ったため、合同チームは災害救助犬「夢之丞」と「ハ

ルク」 とともに、 行方不明者の捜索活動を実施しま

した。 現場ではすでに重機によるがれき撤去が始まっ

ていましたが、 その作業を中断してもらい、 がれき

が積み重なる足場の悪い中、 慎重に捜索しました。

　翌 29 日には、 1,400 人以上が亡くなったとされるネ

パール北東部のシンドゥパルチョーク郡で捜索活動を

実施。 その後も捜索救難に全力を尽くし、 計５日間

にわたって、 捜索活動を行いました。 残念ながら生

存者の発見には至りませんでしたが、 救助犬の懸命

な捜索活動を見た被災者の方々から 「日本からの支

援は心強い」 「レスキュー犬の働きに感謝したい」 と

声をかけられる場面もありました。

災害救助犬 「夢之丞 （ゆめのすけ）」
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災害救助犬 「夢之丞」
　日本からネパールに向かった合同支援チームの中には、 災害救助犬 「夢之丞 （ゆめのすけ）」 の

姿がありました。 夢之丞は、 かつて捨て犬として広島県動物愛護センターに収容され、 殺処分寸前で

したが、 捨て犬の保護や訓練などを通して地域の活性化を目指すピースウィンズ ・ ジャパンに引き取

られ、 専門ドッグトレーナーの下、 捜索や救助の訓練を行い、 救助犬になりました。

　当初は人への警戒心が強く、 救助犬には向かないのではないかという懸念の声もありましたが、 人

に慣れさせ、 人の指示に従う訓練などを繰り返すことで成長していきました。

　今回のネパール支援活動は、 昨年８月の広島土砂災害、 昨年末のフィリピン台風被害に続き３回目

の出動となります。

A-PAD

　　　　　   
　　　　　　山間部の被災者に
　　　　　　支援物資を配布

　

　ネパール地震の被害は、 首都だけでなく広範囲に

及び、 被災した人の数は 800 万人以上に及ぶと言わ

れています。 特に、 土砂崩れや巨石の落下などによ

り道路が寸断され、 山間部にある村々は孤立状態に

陥りました。

　首都カトマンズから東へ、 起伏の激しい山道を約 4

時間かけて辿り着いたシンドゥパルチョーク郡では、

全壊した家屋のがれきは手作業での撤去が難しく、

手つかずのままの倒壊家屋の家並みが、 現地を襲っ

た猛烈な揺れの痕跡として残っていました。 そこで、

合同チームは、 この地域で緊急支援物資を配布しま

した。



東日本
大震災

防衛省海上幕僚監部防衛部
（米海軍大学連絡官兼国際研究員）

下平 （しもだいら） 拓哉 さん

「来てくれてありがとう」

プラティマ ・ サプコタさん （22 歳）

Voice　

3

　

「震災発生から初めての支援」

プラヴィン ・ ネパリさん （65 歳）

「大きな揺れを感じて慌てて家の外に出た途端、 私の

家は崩れ落ちました。 家族 10 人とトタン屋根の家を

造り、 外で生活をしています。 支援を頂いたのは今

回が初めてで、 とても幸せに思います。 しかし、 崩

れた家のがれきの撤去、 また家をどう再建するのか、

まだまだ困難な状況です」

「グビンデ村でトウモロコシと豆を栽培していました。

地震の時はこわくて立ち上がれませんでしたが、 この

子を守らなければと思い逃げました。 家は壊れて今は

納屋で寝ています。 この子の服もこれしかありません。

支援物資はこれまで一度も入っていませんでしたが、

ここに来てくださって本当に感謝しています」

A-PAD

　　　　　   
　　　　　　バングラデシュチーム
　　　　　　山間部で医療医療支援を開始

　A-PAD のメンバーであるバングラデシュの 「ダッカコミュ

ニティ病院 （Dhaka Community Hospital Trust （DCH））」 は、

ネパールに 9 人の医療チームを派遣し、 支援が届いてい

ない山間部で傷病人の手当てを行っています。

 　医療チームはネパール保健省と連携し、 カトマンズの南

東 30km に位置するカヴレパランチョーク郡の山間部にある

７つの村を中心に活動を実施。 山間部の集落の多くは山頂

付近などに点在し、 病院のある市街地までの移動には長

い時間を要します。 DCH は地域の社会福祉団体の事務所

を借りて診療所を開設し、 診療を続けています。 また、 山

間部の傷病人の負担を減らすため、 医師が患者のいる村

を訪ねる 「モバイルクリニック （移動診療所）」 の活動も行っ

ています。

　震災から１カ月以上が経過した現在、 将来への不安から

か頭痛や高血圧などの症状を訴える被災者が増えていま

す。 DCH のモスタファ氏は 「村人たちの家はほとんどが倒

壊し、 屋外での避難生活を余儀なくされており、 継続的な

支援が必要」 と語っています。

　今回のネパール地震の被災者支援では、 A-PAD 加盟国

のスリランカからもスタッフが現地入りしています。 またフィ

リピンや韓国のパートナーが各国で支援を呼びかけていま

す。

上、 左下 ： モバイルクリニック （移動診療所） での診察の様子

右下 ： 多いときでは 200 人余りの住民たちが診察を受けに来ました

シンドゥパルチョーク郡クビンデ村での支援物資配布の様子

　支援地域に選定したのは標高約 2,000 メートルの山

間部に位置し、 95％の家屋が全壊または半壊したと

言われるクビンデ村。 一世帯あたり米 25 キロ、 食

用油 1 リットル、 レンズ豆 4 キロ、 塩 1 キロからな

る緊急支援物資をトラックなど車両 9 台に満載し、

村の被災者 700 世帯に届けました。 山間部の村々

では食糧が底をつき、 一時は支援を求める村人が

政府や支援団体の車両を妨害するなど緊迫した状況

に陥りましたが、 警察とも連携して無事に支援を届

けることができました。



　　　　　   
　　　　　　

 日本の経験を ASEAN 各国へ―。 Civic Force とアジアパシフィックアライアンス （A-PAD） は 5 月 11 日

から約 1 週間、 インドネシアにある ASEAN 防災人道支援調整センター （以下、 AHA センター） で学ぶ

ASEAN 加盟国 8 カ国 16 人の研修生を受け入れ、 宮城と神戸、 徳島で防災研修を実施しました。

　この研修は、 AHA センターが加盟各国の防災部局職員を対象に行う約半年間の研修プログラム 「AHA

センター ・ エグゼクティブ ・ プログラム」 の一環で、 防災に関する知識 ・ 能力を身に付け、 ASEAN にお

ける防災のリーダーとして活躍する人材育成を目的としています。 研修の前半は、 東日本大震災で甚大な

被害を受けた宮城県 ・ 南三陸町で、 かさ上げ工事が進む沿岸部や仮設商店街、 津波の被害にあった中

学校などを訪問しました。 また、 自然災害科学の研究を続ける東北大学災害科学国際研究所、 復興庁

宮城復興局などを訪れ、 震災から現在に至るまでの行政、 NGO の対応について専門家や担当職員と活

発な意見を交換しました。 　

 

　後半は、 阪神 ・ 淡路大震災から 20 年を迎えた神戸を訪問し、 行政主導の復興事業の現状、 地域の取

り組みを視察するとともに、 総務省や被災地 NGO 協働センター、 兵庫県震災復興研究センターの代表者

から、 震災後の行政や NGO の役割について聞きました。 このうち、 「日本における災害からの生活再建

支援の仕組み」 をテーマに、 耐震設計の重要性や民間との連携について説明した総務省地域力創造アド

バイザーの櫻井誠一氏は、 「震災後、 全国からたくさんの支援が届いたが、 食糧、 衣類が混ざった物資

が多く、 職員が徹夜で数日仕分け作業をしても終わらなかった。 その際、 物流会社の助けによって効果

的に仕分けられ、 様々な分野の専門家、 組織と連携して動く意義を体感した」 と強調しました。 　

　その後、 大塚製薬および大塚食品株式会社の徳島工場や人材能力開発センターなどを訪れ、 リーダー

の心構えなどについて学びました。

　インドネシアの研修生、 セオフィリス ・ ヤナートさん （38 歳） は、 「東北、 神戸と震災を経験した地域を

実際に訪問することで日本の防災について多くのことを学べた。 インドネシアでは 2004 年に津波を経験し

たが、 政府のその後の対応が不十分だった。 今回学んだことを母国のために役立てたい」 と語りました。

A-PAD
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　　　　　　東北の経験をＡＳＥＡＮ防災リーダーへ

　　　　　　　来日したＡＳＥＡＮ８カ国 16 人の研修生　　　　　　　　　　　　　　　行政の取り組みについて、 南三陸町の佐藤仁町長が説明

　　　　　　　　大塚倉庫株式会社会長の大塚太郎氏　　　　　　　　　真剣な表情で講義を聞く研修生のみなさん



（上） 神石高
原 町 の 牧 場
開発イメージ
（左下） 相馬
行胤さん
（右 下） 福 島
の 移 住 希 望
者に牧場開発
について説明
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　　　　　   nina 神石高原
             福島で説明会を開催
              
　 
　広島県を拠点に、 福島からの避難 ・ 移住希望者

に関する調査や移住支援活動などを実施するパー

トナー NPO 「nina 神石高原」 は、 ６月７、 ８日、

福島県いわき市、 二本松市で開催された保養相

談会に参加しました。

　相談会は、 原発事故の影響で他地域への移住

や一時的な避難などを考えている人に向けて、

「311 受入全国協議会」 が実施。 全国から 41 の

NPO が駆けつけ、 移住や週末保養イベントなどに

ついて紹介し、 来場者は延べ 780 人以上にのぼり

ました。 このなかで nina 神石高原は、 今夏実施

する神石高原ツアーの内容や移住に関する説明を

行いました。 　

　理事長の上山実さんは 「広島と福島は遠いが、

生活環境が似ている点もある。 夏のお試しツアー

などに参加して、 他の土地での暮らしを考えるきっ

かけにしてほしい」 と話しています。

2011 年 3 月 11 日以降続けてきた
Civic Force の東日本大震災の支援活
動をはじめ、 日本各地で発生する災
害時の緊急支援活動についてお知ら
せします。

　

宮城県石巻市で船舶の修理 ・ 整備を担う佐藤造
船所。 震災により壊滅的な被害を受けましたが、
同基金のサポートを通じて再起を図っています

NEWS LETTER Vol.3
（June, 2015）

東北共益投資基金　
dreamLab に 400 万円を拠出

被災地
を

支援する
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7/4 広島に自然体験型の公園がオープン
　

　

　広島県神石郡神石高原町で、 ７月４日、 「神石高原ティアガルテン」 がオープンします。

　ティアガルデンは、 緑豊かで、 雲海でも有名な神石高原町の自然を生かし、 牧場、 ドッグラン、 農園、 ツリーハウスなど、

それぞれの達人たちと出会えて一緒に交流しながら楽しむ自然体験型の公園です。

　創設メンバーの一人は、東日本大震災後、NPO 「相馬救援隊」 を立ち上げ、福島の被災者支援にあたる相馬行胤 （みちたね）

さん。 2013 年３月から一家で神石高原町に移住し、 被災者の移住や就業支援を推進しており、 「相馬救援隊」 は Civic Force

が設立した 「一般財団法人東北共益投資基金」 の支援先にもなっています。

東日本
大震災

dreamLab 学童授業の様子

400 人以上の方が参加した保養相談会

　“共益投資” の概念で東日本大震災の被災地復

興を支援する 「一般財団法人東北共益投資基金」

は、 2015 年 ４月、 福島県いわき市で学童保育施

設を運営する 「株式会社 dreamLab」 に、 400 万

円を資金拠出しました。

　「子どもたちが夢や人生の目標を発見できるよう

見守っていく」 という目標とともに立ち上がった

dreamLab は、 小学生を対象に、 英語教育と体験

型プログラム、 人間形成をテーマとする教育事業

を展開しています。

　今回の支援は、 東北から震災復興を超えて、 世

界につながる新しい人材を輩出するというビジョン

が共感を生み、 実現。 資金は、 施設内装費用と

して活用される予定で、 基金としては、 初の教育

分野への支援となります。



防衛省海上幕僚監部防衛部
（米海軍大学連絡官兼国際研究員）

下平 （しもだいら） 拓哉 さん
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こ
の
夏
、
私
た
ち
福
島
大
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ン
ニ
ン
グ
と
自
転
車
で
結

ぶ

「
未
来
へ
の
道
１
０
０
０
km
縦
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リ
レ
ー
」
に
参
加
し
、
東
北
の
ラ

ン
ナ
ー
を
集
め
福
島
開
催
を
盛
り

上
げ
る
活
動
に
尽
力
し
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
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っ

か
け
は
、
２
０
１
３
年
２
月
に
開
催

　

東北共益投資基金　
dreamLab に 400 万円を拠出

　　　　　   オールラウンドヘリ （ARH）
              SOS シートを開発

　 「東日本大震災では、 全国からの医療支援を分

配するための初期情報の把握が困難だった」−−−

こうした経験から、 ARH や気仙沼市立病院など市

内外６機関が、 大規模災害時に医療施設や避難

場所の収容状況などの情報を上空のヘリコプター

に伝達するための 「SOS シート」 を、 国内で初め

て開発しました。 　

　大きさは縦 1.8 メートル、 横 4 メートル。 色は２

種類あり、 赤色は施設の損壊が大きくすぐにでも

避難が必要であること、 黄色は建物の損壊が中程

度で数日中に避難を要することを示します。 収容

人数や負傷者数も表示可能。 シートは１枚 15 万

円で発売する予定です。 医療機関や福祉施設、

学校などの公共施設に広めていくほか、 各自治体

が行う防災訓練への貸し出しも行っていきます。

東日本
大震災

  

                   仙台の 2 病院と協定締結
　

　宮城県気仙沼市を始めとする三陸沿岸地域で医療

用多目的ヘリコプターを運航するパートナー NPO の

ARH は、 ４月に仙台厚生病院と、 ５月に仙台市医

療センター仙台オープン病院と、 ヘリコプターの利活

用に関する協定を締結しました。

　この協定により、 患者や医師 ・ 医療従事者、 医

療機材などの搬送、 ヘリポートの使用、 大規模災

害時の連携など、 互いに協力し合える体制が整備さ

れました。 医療機関との協定締結は、 合わせて６機

関となります。
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「恩返しは一流の美容師になること」
―専修学校 2 年 / 宮城県出身 ・ 在住

美容師の専門学校に通い、 1 年目は無遅刻無欠席でした。

震災で被災し、 投げ出したくなるような気持ちになったことも

ありますが、 応援してくださる方のおかげで 「学ぶ姿勢」

が変わりました。 今年は国家試験の勉強や就職活動など

忙しく過ごしていますが、 一流の美容師になることが皆様

への恩返しと考え、 頑張っています。

「地域の復興に関わりたい」
―大学 2 年 / 岩手県出身・在住

私の地元である陸前高田市は農業に関する復興事業がな

かなか進んでいません。 農業に従事する若者が少ないこと

が原因の 1 つです。 そこで、 私は現在大学で農業を学び、

将来、 農業普及員として状況を改善できるよう頑張ってい

ます。 今後も様々な面から私を支援してくれた方々の存在

を忘れることなく感謝し、 努力を続けます。

「立ち入り禁止の地元のために」
―高等専門学校 4 年 / 福島県出身

都市デザイン関連の研究サークルに所属し、 年に 1 回開

催される大会出場に向けて、 橋の解析や設計、 組み立て

などに力を入れています。 将来の夢は今も立ち入りが制限・

禁止されている地元の復興に携わる職業に就くこと。 その

実現のために学校の勉強やサークル、 インターンシップな

どで見聞を広め、 役立てる人材を目指しています。

「思いやりのある看護師に」
―専修学校 1 年 / 福島県出身 ・ 在住

3 月で高校を卒業し、 4 月から看護学校に通っています。

看護の道に進んだのは、 少しでも地元 ・ 福島のために役

立ちたいと考えたからです。 目標は、 仲間や先生、 患者

さんとの出会いを大切にしながら思いやりのある看護師にな

ること。 「夢を応援プロジェクト」 の支援のもと、 これからも

夢の実現に向けて努力を積み重ねていきます。

東日本
大震災

ARH が開発した 「ＳＯＳシート」
新たに協定を結んだ仙台オープン病院

東日本大震災で被災した岩手 ・ 宮城 ・ 福島 3 県の学生を、 奨学金とサポー
トプログラムで支援する 「夢を応援プロジェクト」。 奨学生のみなさんから、
将来の夢や、 応援してくれる方への感謝の言葉を記した手紙が届きました。

Voice　
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https://twitter.com/civicforce

http://www.youtube.com/civicforceorg

https://www.facebook.com/civicforce

http://www.civic-force.org/mailmag/

Monthly TopicsMonthly Topics
大規模災害時の緊急即応体制を整える
ためのさまざまな取り組みを行っていま
す。 メディア掲載やご協力いただいてい
る皆様の関連情報もお知らせします。

緊急
即応体制
を創る

　　　　　   
　　　　　　愛知県で防災訓練に参加
　　　　　　
　防災意識の向上を目的に、 5 月 18 日、 愛知県

豊田市で 「とよた交通安全 ・ 防災フェスタ」 が開

催されました。 この中で、Civic Force はパートナー

NPO 「愛知ネット」 が主催する 「フレンドシップ防

災デー 2015」 に参加しました。

　愛知県では、 南海トラフ巨大地震による被害を、

県内の死者が最大で 2 万 9000 人、 全壊 ・ 消失

建物被害は約 38 万 2000 棟と想定し、 防災訓練

や他機関との連携を積極的に進めています。 防災

デーでは、 直下型地震を想定し、 避難者の誘導、

応急処置、搬送、支援物資の搬送、仕分けなどを、

各団体と連携して実施。 Civic Force は、 避難所

や更衣室、 救護所などとして使用できるエマージェ

ンシーテント （緊急避難用テント） の設営や活用方

法、 過去の支援実績について紹介したほか、 関

係機関と交流を深めました。

　Civic Force では引き続き、 協力団体との連携を

深め、 迅速な支援を展開できるよう準備を進めて

いきます。

緊急即
応体制

　　　　　    1 日 1 回
　　　　　　　1 クリックするだけ

　１日１回１クリックするだけで社会貢献につな

がります。

■「gooddo （グッドゥ）」
　http://bit.ly/17Xr7N3

■PSC クリック募金
http://www.psc-inc.co.jp/clickdonation/index.
html

※ユナイテッドピープル基金は 3 月末で終了致しました。

長期にわたるご支援、 誠にありがとうございました。

　　　　　   　東京事務所
　　　　　　　移転のお知らせ

　Civic Force 東京事務所は 2015 年 4 月 27 日から

以下の住所に移転しました。

　　（新住所）〒151-0063

　　　　　　　　東京都渋谷区富ケ谷 2-41-12

　　　　　　　　富ケ谷小川ビル 2 階

お知らせ

　　　　　   　1 日 33 円から
　　　　　　　できることがあります

　次の大規模災害に向け、 平時から備えておくた

めに、皆様の力が必要です。 マンスリーサポーター

として、 毎月定額 （1000 円単位） をご寄付いただ

く形で、 大規模災害にともに備えてください。

■銀行 ： 三井住友銀行　青山支店　普通　6953964

■ゆうちょ ： 00140-6-361805　

（上記いずれも口座名義は 「ｺｳｴｷｼｬﾀﾞﾝﾎｳｼﾞﾝ　

ｼﾋﾞｯｸﾌｫｰｽ」 です）

■クレジットカード ：ＨＰ「オンライン募金」 をクリック

してください。

https://bokinchan2.com/civicforce/donation/bokin

/page1.php?bokin_type=donation

※マンスリー ・ レポートおよびニュースレターのバッ

クナンバーは、

http://civic-force.org/news/monthly/ か ら ご 覧 い

ただけます。

緊急即
応体制

緊急即
応体制

７

訪れたたくさんの方々にエマージェンシーテ

ントの活用方法について紹介しました




